


Vectorworks 2018は、汎用作図機能を搭載したベーシック製品のFundamentals（ファンダメンタルズ）  。 BIM対応の建築・イン
テリアデザイン向け製品のArchitect（アーキテクト）  。 ランドスケープデザイン向け製品のLandmark（ランドマーク）  。 ステー
ジ&ステージライティングデザイン向け製品のSpotlight（スポットライト）  。 そして全製品の機能を搭載した最上位製品、Designer

（デザイナー）  の5製品をラインナップしています。
各ページ内の説明には、その機能を搭載している製品を、各プロダクトマークで表記しています。プロダクトマークの表記がない説明については、全製品に搭載している機能
を表しています。また、説明内でFundamentalsを除いた製品を総称して、「デザインシリーズ」と表記しています。

Vectorworks 2018 
ラインナップ

Vectorworks 2018で、この世界はクリエイティブに変えることができる。
建築設計をはじめ、インテリア・ディスプレイデザイン、都市計画・ランドスケープデザイン、
ステージ＆ステージライティングデザイン、プロダクトデザインまで。
Vectorworks 2018は、あなたの想い描くイメージを精密、
かつ美しく表現できる機能と操作性を兼ね備えています。

TRANSFORM THE WORLD
D E S I G N  W I T H  V E C T O R W O R K S
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Courtesy of 株式会社クラスコデザインスタジオ - Kotaro Takebe

イメージは、Vectorworks Designer 2018のものです。
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作図/モデリングエンジンには、高精度な図形表現が可能で製造系CAD/CAMの多くで使用されている
「Parasolidモデリングカーネル」を採用。アニメーションエフェクトや高速なズームイン/ズームアウトなど
を実現する描画エンジンには、「Vectorworks Graphics Module(VGM)」を使用しています。バージョン
2018では、3Dビジュアライズエンジンとして採用している Cinema 4Dフィジカルレンダリングエンジン

「CineRender」が、前バージョンのR16からR18に変更され、より高速で高品位な3Dビジュアライズ機能
を提供しています。

デザインワークを支えるテクノロジー UP

基本パレット

基本パレットには、「直線」や
「四角形」ツールをはじめ、さ
まざまなオプションが集約さ

れた作図ツールと「フィレット」や「トリミング」
ツールなどの編集ツールが搭載されています。
多くのツールは2D図形だけでなく、3Dモデル
の作図/編集にも対応しています。
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データパレット

「データパレット」では、選択し
た図形に関連する高さや幅、
座標、図形が属するレイヤや

クラスなどの情報をはじめ、レコード、テクスチャ
など、さまざまなオブジェクト情報が表示されま
す。基本図形情報のほか、建築などの専門オブ
ジェクトでは、関連する詳細なパラメータ情報を
表示します。
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ビジュアライズ
パレット

「ビジュアライズパレット」で
は、図面上の光源やカメラを

選択したり、光源ごとの点灯 / 消灯や影の有
無の変更やカメラ視点を切り替えることができ
ます。さらに詳細情報にアクセスし、例えば、カ
メラのフィルムサイズや縦横比、被写界深度や
露出を変更することも可能です。
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属性パレット / 
スナップパレット

線や面図形に、線種や色/
ハッチング/グラデーション、

不透明度/ドロップシャドウなどを設定する「属
性パレット」(上段)。図形へのスナップをコント
ロールするパレットが「スナップパレット」(下
段)です。線が重なる状況下でもマスタース
ナップポイントによって、優先度の高いポイント
へスナップします。
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ツールセットパレット

「ツールセットパレット」には、
2D/3D対応の寸法ツールが
集約された「寸法/注釈」やモ

デリングツールが集約された「3D」など、機能別
のツール群が収納されています。さらに、デザイ
ンシリーズ専用として、建築設計向けの「建物」
や土木造園計画向けの「敷地計画」、照明計画
向けの「舞台照明」などのツールセットが搭載さ
れており、それぞれを切り離したフローティング
パレットとして使うことも可能です。
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表示バー / 
ツールバー

「表示バー」(上段)からは、ク
ラスやレイヤ、表示パーセン

テージ、クイックレンダリングメニューなど、表
示に関する機能へアクセスできます。「ツール
バー」(下段)には、実行しているツールに応じ
て、各モードや設定ボタンが表示されます。
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ナビゲーション
パレット

デザインシリーズに搭載され
ている「ナビゲーションパレッ

ト」では、レイヤやクラス、ビューポート、登録画
面、ファイル参照などの図面要素に簡単にアク
セス/操作でき、新規作成や削除も可能です。
さらに図面上の選択図形のクラスやレイヤをナ
ビゲーションパレット上で右クリック(コンテキ
ストメニュー )したクラスやレイヤに割り当てる
ことも可能です。
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メッセージ
センター

バージョン2018には、アップ
デート情報やヒント、トレーニ

ング、イベント情報等の通知機能「メッセージ
センター」が搭載されました。新着メッセージ
は赤いアイコンで通知され、アイコンをクリック
するとメッセージ内容を確認できます。

08
NEW

（通常） 通知あり

05

06

08

07

03



デザインワークにおいて、ズームインとズームア
ウトの図面を同時に見ながら進めたい。3Dモデ
ルを正面、側面、斜めの状態を同時に見ながら
進めたいなどのニーズに対応するために「マル
チビューウインドウ」機能が搭載されました。
ビューはいくつでも分割が可能。1つのビューで
行った作業は他のビューにも同時に反映される
ため、複数のビューをまたいでデザインワークを
進められます。さらに独立した「フローティング
ビューウインドウ」化も可能なため、サブモニタ
に特定のフローティングビューウインドウを配置
して、メインモニタと合わせて作業を進めること
が可能です。

マルチビューウインドウ NEW

バーチャルリアリティ(VR)機能は、設計した空間の
中に入り、移動できる仮想空間体験を提供します。

「Webビュー(3D)取り出し」は、ローカルとインター
ネット上のサーバに取り出し、インターネットブラウ
ザ、またはiPhoneやiPad、Androidなどのスマート
デバイス(一眼モノラルビュー)、スマートデバイス
をセットしたVRゴーグル(二眼ステレオビュー)で接
続し、体験できます。

バージョン2018では、従来の2週間保存される仮置きサーバに加え、
Vectorworks Cloud Servicesサーバ、および同サーバと同期した
Dropboxにも保存が可能。さらにカスタムロゴ対応やホワイトモデル出力、
読み込み時間の短縮を実現しています。

Webビュー 取り出し UP

進化した提案力、
VR プレゼンテーション

Courtesy of 株式会社クラスコデザインスタジオ - Kotaro Takebe
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※室内展開図 / 断面ビューポート機能については
P14をご覧ください。

より詳しい情報、最新の情報は、
Vectorworks 2018ホームページを
ご確認ください。
http://www.aanda.co.jp/Vectorworks/
（スマホからはQRコードでアクセス）

複
数
の
視
点
で
、

デ
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注目新機能を解説！
TRANSFORM THE WORLD
D E S I G N  W I T H  V E C T O R W O R K S

デザインシリーズでは、3Dモデ
ル から室内展開図や 断面図を
ビューポート(のぞき窓)として作
成※できます。バージョン２０１８で
は、これらのビューポート上で3D
モデルを直接編集できるようにな
りました。建具の追加、窓の配列
複製、異なるレイヤへのドアの再
配置、壁の変形が可能。また断面
図の編集状態でも、3Dビューの
変更が可能なため、さまざまな角
度で3Dモデルを確認しながら編
集作業が進められます。

ビューポートの
リアルタイム編集機能 UP

表示を維持して
編集できる
展開図と断面図
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Touch Bar対応 NEW

強化されたリソース管理

バージョン2018では、Webビューより、さら
にリアリティのあるRenderworksレンダリン
グをパノラマビューで取り出しできるようにな
りました。Webビューとは異なり、空間内を
移動することはできませんが、CineRender
を使った美しいレンダリング空間をインター
ネットブラウザ、またはスマートデバイスを
通して360度見渡し、リアルなインタラクティ
ブ体験が可能です。

Touch Bar搭載のMacBook Proユーザは、
ビューのショートカット切り替え用に外付
けテンキーを用意する必要はありません。
バージョン2018では、Touch Barに対応。
カスタマイズが可能なため、ビューのショー
トカット、ツールやツールセットなど、よく使
う機能をTouch Barに追加して、自分だけの
Vectorworks環境を整えられます。

パノラマ取り出し NEW

リアリスティックな、
3D パノラマビューMacBook Pro の

Touch Bar に対応

シンボル図形やハッチング、各スタイルやテクス
チャなどのリソース(ローカル/オンライン)管理は

「リソースマネージャ」で効率的に行えます。バー
ジョン2018では、縦配列に変更する「レイアウト
を回転」ボタンが追加。「ホーム」や「上の階層へ
移動」のボタンも追加されたため、バージョン
2016以前に利用されていたリソースブラウザのよ
うに、画面サイドに配置して利用できるようになり
ました。

リソースマネージャ UP

T
ry

!
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2D作図には、線図形と面図形を多用でき、属性に
は線種や色、ハッチング、グラデーション、イメージ
などが設定できるほか、不透明度設定やドロップ
シャドウ（影表現）効果も表現できます。さらに面同
士を貼り合わせたり、切り欠いたりできるため、詳
細図のような精密な図面から、プレゼンテーション
で利用できるグラフィカルな図面表現が可能です。

2D汎用作図機能

図形編集機能も充実しています。変形や回転、フィレット、
面取り、オフセットなどの基本的な図形編集機能をはじめ、
属性コピーを行う「アイドロッパ」ツールや基点指定のコ
ピー /移動が行える「ポイント間複製」ツール、囲った部分を
削除する「消しゴム」ツール、線分や図形の等分割、整列、
伸縮、配列複製、パス複製などの各種コマンドが豊富に搭
載されています。バージョン2018では、「伸縮」コマンドがよ
り使いやすくなり、現在の距離と伸縮後の距離の数値指定
に加えて、図面上でマウス指定できるようになりました。

「直線」や「四角形」ツールをはじめ、さ
まざまな基本作図ツールは、3D上でも
作図が可能です。文字や寸法入力機
能も同様に2D/3Dに対応しており、
3D面に文字を入力したり、3Dの辺や
点に連動した寸法入力もできます。さ
らに、文字入力では、頻繁に使う文字
設定(フォントや色、文字サイズなど)
を再利用できるようにリソース登録も
可能です。

表計算や集計を行えるワークシートとデータ
ベース機能では、豊富な関数が図形の面積や
周長などに対応し、計算式で図面上から情報を
収集できます。バージョン2018では、データ
ベースの集計作業がワークシートメニューから
できるようになり、一連の流れの中で条件や関
数を選択できる効率的なインターフェイスに変
更されました。

基本作図ツール・文字ツール・
寸法ツール

スナップルーペ・
X線選択モード

ワークシート・
スプレッドシート

基本作図機能

UP

JPEGやPNGなどのイメージファイルは、図面内に
取り込めるだけでなく、さまざまな形で活用できる
機能が提供されています。圧縮形式やサイズ、解
像度、カラーモード(フルカラー /グレイスケール/
白黒)などを指定でき、取り込んだイメージを自由
な形にトリミング(イメージクロップ)することも可
能です。バージョン2018では、イメージを図面内
にビットマップとして取り込むか、再利用にも適し
たリソースとして取り込むか、その両方として取り
込むかを指定でき、用途ごとに取り込み直す手間
が不要になりました。

イメージファイル取り込み・
イメージクロップ

UP

クリエイティブな2D作図環境

圧縮形式やトリミングも可能な
イメージ活用

図形編集ツール&
コマンド

UP

充実した図形の
編集機能

3D対応の作図ツールや
テキスト、寸法入力

図形を算出対象にできる
データベース/
ワークシート機能

BASIC DESIGN

Courtesy of Pacific Coast Land Design.

複雑な図面や広大な図面の中から
でも、特定の場所を「Z」キーひとつ
で瞬時にズームする「スナップルー
ペ」機能を搭載しています。さらに
面図形が重なりあった図面やレンダ
リングされた3Dモデルを「B」キー
ひとつで瞬時に透過させ、隠れた奥
の図形を選択したり、スナップできる

「X線選択モード」機能も搭載してい
ます。

快適で先進的な作図環境を
提供するサポート機能
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OSを問わない
快適なファイルの切り替え

オーガナイザで
管理できる情報

●クラス、デザインレイヤ、シートレイヤの図面構造情報
●天井/床/スラブ等のストーリ(階高)情報    のみ
●ビューポート、登録画面の画面情報
●ファイル参照による外部ファイルの参照情報

作図を行う「デザインレイヤ」に対して、プレゼンテーション
ボードを作成するための「シートレイヤ」が、より多彩な図
面のアウトプットを手助けします。「デザインレイヤ」に作図
した図面や3Dモデル、レンダリング結果をのぞき窓となる

「ビューポート」を通してレイアウトでき、参考写真などのイ
メージの配置や加筆、注釈が可能。シートレイヤはDWG、
DXF、DWFのレイアウト(ペーパー )空間と互換があるた
め、他のCADソフトウエアとのやり取りにも役立ちます。

作図中に図形の座標や距離、角度などの情報を
知るために視線をそらす必要はありません。カー
ソル近くに必要な情報を表示する「フローティン
グデータバー」を搭載しています。「tab」キーを
押して、直接図形の大きさや長さ、角度を指定す
ることも可能です。

Vectorworksでは、8つのファイルを同時に
開くことが可能です。開かれたファイルはそ
れぞれタブ形式で表示。ファイル名はタブ
上に表示されるため、直感的に切り替える
ことができます。バージョン2018で は、
Macに加え、Windowsでもウインドウタブ
機能が利用できるようになりました。

これまでデザインシリーズでしか利用できなかっ
たPDF(2D) 取り出しが、バージョン2018では、
Fundamentalsでも取り出せるようになりました。デ
ザインレイヤやクラスをPDFレイヤとして取り出せた
り、図面内のイメージを解像度を指定して出力でき
るなど、より幅広いコラボレーションを実現します。

シートレイヤ・ビューポート

フローティングデータバー

ウインドウタブ機能

PDF取り出し

多彩なプレゼンテーションボード機能

視線をそらさない、
ヘッドアップ作図環境

全製品でのPDF(2D)取り出しサポート

DWG、DXF、DWFの画層と互換のある「クラス」を
はじめ、「デザインレイヤ」、「シートレイヤ」、「ビュー
ポート」、「ストーリ」など、図面を構成する情報は

「オーガナイザ」ダイアログで集中管理されています。
図面構成情報が集約されているため、各情報にすぐ
にアクセスできます。バージョン2018では、クラス設
定ダイアログが再構築され、各クラスをより設定しや
すくなりました。

オーガナイザ UP

集中管理される図面の構成情報

NEW NEW
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「プッシュ /プルモード」を搭載している基本作図
ツールでは、2Dの図形を作図し、そのまま作図面
をドラッグして立ち上げ、3D化が簡単に行え、押
し引きの距離を数値指定することも可能です。さ
らに、作成した3Dモデル同士を噛み合わせたり、
削り取ったりするコマンドも搭載しており、2Dから
3D作成へもスムーズなワークフローで行えます。

自転車のハンドルや人物像、車のボディのように複雑なモデル形状を作成す
るには「サブディビジョン」機能が役立ちます。基本モデル(プリミティブ)か
ら、モデルの一部を押し引きしたり、折り目の追加や分割ができ、粘土細工の
ようなモデリングを実現します。バージョン2018では、新たに辺を追加、また
は削除するモードや空いた穴を塞ぐためのクローズモードが追加され、より自
由な形状作成を可能にしました。

プッシュ/プルモード・ブーリアン演算機能

サブディビジョン機能

2D図形から3D化できるシームレス環境

自由形状作成に適した
サーフェスモデリング

UP

「テーパ」や「3Dフィレット」、「多段曲面」など、3Dモ
デルを編集するツールやコマンドが充実しています。
例えば「デフォーム」ツールを使用すると3Dモデルに
ツイスト（ひねり）やテーパ（先細／先太）、バルジ（膨
張／収縮）、ベンド（曲げ）の効果を加えることができ
ます。バージョン2018では、「メッシュを簡素化」コマ
ンドが追加され、スライダーでメッシュモデルの面数
を確認しながら単純化できるようになりました。

3Dモデリング機能 NEW

多彩な3Dモデリング作成&編集機能

バジル（収縮） テーパベンド ツイスト

2D作図をする 作図面にマウスを重ねる ドラッグして高さを与える

Courtesy of 株式会社クラスコデザインスタジオ - Kotaro Takebe



一括取り出しなどを可能にするパブリッシュ出力

デザインデータを外出先で閲覧したり、シェ
アできる「Vectorworks Cloud Services 
ポータル」へは、Vectorworks上からアクセ
スでき、2GBの領域(Vectorworks Service 
Select契約者は20GB)を使用可能。他のク
ラウドストレージ(Dropbox・Google Drive)
とも接続可能です。さらにバージョン2018
で 新 搭 載され た パノラマビュー やWeb
ビュー (デ ザインシリーズ の み)もCloud 
Servicesに出力できるため、事務所内で作
成した図面や3Dを、現地やショールームの
スタッフにシェアし、すぐさまプレゼンテー
ションできる先進的な環境も実現します。

3DモデルをPDFとして取り出すことが可能で
す。3Dモデルと合わせて、レイヤ情報や登録画
面も取り出せるため、Acrobat Readerなどで
ビューやレイヤの表示切り替えをコントロール
でき、お客様へのより分かりやすい説明資料、
プレゼンテーションデータとして活用できます。

「パブリッシュ」コマンドでは複数のシートレイヤ、または登録画面を
DWG、DXF、DWFに取り出すことができます。さらにVectorworks 
Service Selectを契約している場合は、PDFやイメージ取り出しも可
能。デザインシリーズでは、これらに加えて一括印刷や別々のPDFに
取り出すことも可能です。バージョン2018では、取り出すファイル名
の設定がより細かに設定できるようになりました。

同一ネットワーク上にあるスマートデバイス
から、Vectorworks上の表示をコントロール
するリモート機能が、Vectorworks 2018の
一部として機能するように統合されました。

「Vectorworks Remote」設定のQRコードを
専用モバイルアプリからスキャンするだけ
で、登録画面やシートレイヤ、デザインレイ
ヤ、クラスの表示切り替えのほか、画面のパ
ン、フライオーバー、ウォークスルー、光源の
ON/OFFやレンダ ーカメラの 切り替えを
iPhoneやAndroidデバイスから行えます。

「クリップキューブ」を使用すれば、3Dモデル
を任意の位置でカット表示できます。カットす
る面となる立方体に囲われた3Dモデルを前
後左右上下、どの面からでも断面を見ること
ができます。さらにデザインシリーズでは、ク
リップキューブのカット表示面を断面図(断面
ビューポート)として切り出すことが可能です。

3Dレンダリング状態で複数の3Dモデルが重なりあっ
たシーンでは、奥のモデルが邪魔をして手前のモデル
を選択できないことがあります。「スナップオクルージョ
ン」機能を使用すると、背後にあるモデルにはカーソル
が反応せず、見えているモデルだけにスナップし、的確
に選択できます。

Cloud Services連携機能

3D-PDF取り出しパブリッシュ

Remote機能

クリップキューブ

スナップオクルージョン

作成後、すぐシェアできる
クラウド連携

3DデータのPDF取り出し機能

標準利用できるモバイルリモート

前後左右上下からの
3Dモデル断面表示機能

3Dモデルへの
スナップサポート機能

2D平面上での作図はもちろん、3Dモデル
の面に対しても作図平面（ワーキングプ
レーン）を認識できるため、3Dモデル上で
そのまま2D図形を作図することが可能。
認識する面の切り替えは「：」キーひとつ
で行えます。3Dビューでは、垂直投影（等
角投影）と透視投影（望遠／標準／広角）
で表示が可能なため、さまざまな視点で確
認しながらモデリングを行えます。

オートマティック
ワーキングプレーン・3Dビュー

UP

UP

UP

2D ／ 3D対応の
作図平面と3Dビュー

スナップオクルージョンON スナップオクルージョンOFF

ツイスト
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Vectorworksの3Dレンダリング機能には、基本となる「OpenGL
レンダリング」をはじめ、陰線表示の有無を加味した「陰線レン
ダリング」、立体感のある「ソリッド/シェイドレンダリング」と、
バージョン2018でアップグレードしたレンダリングエンジン
(CineRender R18)を使用した写真のようなリアルなビジュアル
を再現する「RWレンダリング」、セル画や鉛筆などのアーティ
スティック表現を行う「アートレンダリング」が可能です。

ビューポートレンダリングやビットマップレンダリングは、レンダ
リング中に他の作業が可能になるバックグラウンドレンダリング
に対応しています。さらにVectorworks Service Select契約者
は、クラウドサービス「Vectorworks Cloud Services」を使って、
レンダリング設定されたビューポートをクラウド上で更新(レンダ
リング)することも可能です。

VWレンダリング・RWレンダリング機能

バックグラウンド/クラウドレンダリング機能

高いクオリティを実現する3Dレンダリング

レンダリング時間から解放するサポート機能

Courtesy of 株式会社クラスコデザインスタジオ - Kotaro Takebe

「Camera Match」機能は、背景となる写真を3Dモデルと合成し、リアル
なイメージ制作を可能にする画期的な機能です。ビューポート内の写真上
に消失線を重ね合わせることで、3Dモデルの透視投影表示を写真と一致
させます。さらに、擬似影の作成やマスキングによって、よりリアルなパー
スイメージを作成できます。

Camera Match機能

写真と3Dモデルとの合成サポート

シートレイヤに作成したビューポートでレンダリン
グを行うことができます。ビューポートを複製し
て、違う設定でレンダリングしたり、ビューポート
レンダリング結果をそのままファイルに保存する
こともできるため、さまざまなビジュアライズ検討
に活用できます。

ビューポートレンダリング機能

レンダリング結果を
ファイル保存もできるビューポート

「背景テクスチャ」には、色やイメージファイルなどの単純な
背景から、360度を囲い込むHDR、EXR、JPEG、PNGファ
イルのパノラマ背景、人工的な天候（快晴／主に晴れ／一
部晴れ／主に曇り／曇り）を再現できるフィジカルスカイ背
景などが設定できます。デザインシリーズで利用できる太
陽光オブジェクトの時刻に連動した空表現も可能です。

背景テクスチャ・フィジカルスカイ

パノラマ背景や人工天候も
再現できる背景機能

写真イメージ

3Dモデル

UP



パララックス・
シャドウキャッチャー

「光源」ツールでは、平行光源、点光源、スポット光源、およ
びIESファイルを使ったカスタム光源が作成でき、ガラスや
水などの透明な屈折素材、反射テクスチャを用いた「コース
ティクス」(集光模様)効果も表現できます。さらに線図形や
面図形を光源化するコマンドも搭載しています。

背景放射光の「アンビエントオクルージョン
(環境閉塞)」機能を使用すると簡単にモデ
ル間の繋ぎ目や角に立体感のある影を作り
出せ、光源やレンダリングの微調整の手間
から解放されます。さらに、光源オブジェクト
の「ソフトシャドウ」機能によって、より自然
な影の減衰表現が可能です。

「背景放射光」コマンドでは、空間全体の明るさや拡散光を表現できます。放射
やホワイトバランス、環境光を設定でき、用途に合わせた光の拡散環境を得ら
れます。バージョン2018では間接光の反射回数が16回まで指定できるように
なり、よりシーンに適した環境光を再現できます。

テクスチャは、色(イメージやカラーなど)や反射、透明、バンプなどの各属性
を設定して作成できるほか、付属のテクスチャやCinema 4Dのテクスチャファ
イルを取り込んで適用することも可能です。バージョン2018では、さまざまな
材質の金属を再現でき、ヘアライン表現も詳細に設定できる「メタリックシェー
ダ」やリアルな布表現ができる「布シェーダ」が追加され、より精巧な3Dパース
制作が可能になりました。

光源ツール・コースティクスフォトン機能

ソフトシャドウ・
アンビエントオクルージョン機能

背景放射光

テクスチャ機能

さまざまな光源オブジェクトと光源効果

自然な影の減衰表現と
立体感ある影表現

グローバルイルミネーションを再現する放射光

「レンダーカメラ」ツールを使用すると、実際のカメラと同じ
ような視点高、パン、視心中心角、焦点距離のほか、アスペ
クト比などが設定できます。さらに一か所に焦点をあて、他
のエリアをぼかす被写界深度、露出、ブルーミング、ケラ
レ、色収差などの多彩なカメラエフェクトが再現できます。

カメラエフェクト機能

実物のようなカメラ設定と
多彩なカメラエフェクト

リアルな素材感を表現できるテクスチャ機能

NEW

NEW

新たなテクスチャ効果「パララックスオフセット」は、従来のバンプより、
より大きな凹凸をテクスチャに表現でき、ディスプレイスメントマッピン
グより短時間でレンダリングすることができます。さらに「シャドウキャッ
チャー」は、影が落ちる床などのオブジェクトだけを透明にし、影だけを
残す透明属性です。アルファチャンネル有りのイメージ取り出しや
Camera Matchなどの写真合成に活躍します。

新しいテクスチャの
凹凸効果と影抽出機能

バンプのみ バンプ＋パララックス

影効果あり 影効果なし

アンビエント
オクルージョン

ソフトシャドウ

UP
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IFC情報を含められるスペース(空間定義)の作成は、「スペース」
ツールのほか、2D図形や作図した壁からも生成でき、日本仕様
の天井、壁、床、幅木などの部屋仕上げ定義も可能です。各情報
はワークシートに集計し、面積表として活用でき、躯体芯での求積
も行えます。バージョン2018では、ダイアログ内でIFCフィールド
にデータを割り当てることが可能になりました。

オーガナイザに搭載されている「ストーリ」では、建物の階高構造を管
理できます。スラブ、床仕上げ、天井などの構造要素のレベル高を設
定でき、壁やスラブ、柱、3Dシンボルなどをレベル高に拘束できるた
め、フロア高が変更された場合には拘束されたオブジェクトも追従し
て移動や伸縮されます。

ストーリの主な機能
●各階の高さ設定 ●壁構成要素を含むオブジェクトのレベル拘束
●床/天井仕上げなどのレベルの高さ設定 ●高さ変更時のオブジェクト自動追従

「壁」ツールは全製品に搭載され、連続線や四角形を作図するよう
に壁作図が可能です。さらにデザインシリーズでは、詳細に設定
できるカーテンウォール作図が可能なほか、コンクリートや合板、
石膏ボードなどの壁構成要素を作成し、「壁スタイル」としてリソー
ス登録できます。バージョン2018では、さらに壁スタイルを適用し
て作図した壁の構成要素高を要素ごとに変更(オフセット)できる
ため、細かな建築条件へも対応できます。

「構造材」ツールでは、木造や鉄骨の梁
など、複雑な構造材作図が可能です。さ
まざまな材質や形状の構造材作図がで
き、作図後も変更できます。さらに「柱」や

「ピラスター」ツールでは、構造体を含ん
だ柱とピラスター (付柱)の作図が可能
です。柱の構造体はスチール、コンク
リート、木製から指定でき、スチール構
造体はH鋼やZ鋼、角形鋼管などから指
定できます。

スペースツール・空間計画機能

ストーリ機能

壁ツール・カーテンウォール機能

構造材ツール・
柱ツール・
ピラスターツール

BIM対応の空間計画機能

柔軟な建物の階高(フロア)管理機能

詳細、かつ簡単に作図できる壁と
カーテンウォール

構造材作図と柱/
付柱作図機能

UP

UP

建築設計・インテリアデザイン支援機能

ARCHITECTURE & INTERIOR DESIGN

Courtesy of Simon Mögel
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「ドア」ツールでは、片開きや両開きなど、さまざまな形
状のドアを作成でき、「窓」ツールでは、コーナー窓や
複数の窓パーツを組み合せた窓などが作成できます。
またリソースマネージャから各設定がプリセットされた
窓、ドアを挿入して編集することも可能です。バージョ
ン2018では、一部メーカー製建具のパラメータ情報を
カタログ一覧から適用できるようになりました。

スラブは作図に加えて、壁で囲まれた内側をクリック
するだけでも作成が可能です。スラブ内部の構成要素
を定義でき、日本仕様のスラブスタイル24種類も搭載
しています。さらに排水勾配もスラブ上に作成可能。ド
レン位置の指定や勾配形状も編集でき、2D図面と3D
モデル、それぞれに適した表現ができます。

「木造BIMツール」は、在来軸組木造用のBIMツールです。専用ツール
で作成される柱や筋交い、梁、桁は、ストーリのレベル高に追従させるこ
とができ、筋交いは、部材の長さから壁実長が計算され、タイプから壁倍
率が自動計算される機能を搭載しています。

「A&A 木造建具ツール」は、木造建築設計において日本の建具を配置、
図面化できるVectorworksプラグインです。日本の住宅設計でよく使用
される建具を玄関ドアや室内ドアなど12のツールに集約。パラメータ変
更によって100種類以上の建具(2D図面/3Dモデル)を再現できます。

ドアツール・窓ツール

木造BIMツール 2018 A&A 木造建具ツール 2018

詳細なドアと窓作成機能

スロープ表現や
排水勾配表現もできる
スラブ作図機能

建築設計支援プラグインのご紹介

両製品動作対象：Vectorworks Designer 2018、またはVectorworks Architect 2018　　A&Aホームページよりダウンロード提供 (無償 )しています。Vectorworks 2018と併せて活用ください。

構造用合板や断熱材、垂木などの屋根の構成要素
を含んだ「屋根面」や「屋根」オブジェクトを、2D図
形から変換して作成できます。構成要素は他の建
築部材構成要素と同様に、スタイルとしてリソース
管理でき、他の図面に活用することが可能です。
バージョン2018では、交差方向にある屋根面同士を

「留め継ぎ」、または「垂直結合」できるように基本
作図ツールの「結合/合成」ツールに屋根専用のオ
プションが追加されました。

屋根面・屋根作成機能

構成要素を含んだ屋根作成機能

UP

UP

プラグイン
オブジェクトスタイル

パラメータ制御機能として、窓とドアのみに搭載されて
いたプラグインオブジェクトスタイル機能が、バージョ
ン2018では、柱やエスカレーターなど、多くのパラ
メータを持つオブジェクトでも利用できるようになりま
した。例えば、オブジェクトの高さは制限し、幅は自由
に変更できるようにするなど、効率的なオブジェクト制
御が可能になります。

建築オブジェクトの
スタイル管理

UP

スラブツール・
スラブ水勾配ツール
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より充実した図面やパース作成を手助けする多くの素材データを利用できま
す。オンライン上のデータへは、リソースマネージャ、または「Vectorworks 
Package Manager」から接続でき、自由に追加できます。さらにデザインシ
リーズやVectorworks Service Select契約者には、より多くのデータや素材が
提供されます。

オンラインライブラリデータ

デザインをよりリアルにするライブラリデータ

「外壁を採寸」コマンドでは、デザインレイヤ上の外壁を認識し
て、寸法線を一括生成します。窓やドアも中心線、または開口
部の端で採寸されます。バージョン2018では、壁のコア(構成
要素)を採寸基準にできるオプションが追加され、任意の壁芯
で採寸できるようになりました。

壁で仕切られた室内の4面展開図(室内展開図ビューポート)を一
括で作成できます。部屋数の多い図面では、特に手数を必要とす
る展開図作成を4面同時に生成できるため、飛躍的に作業効率が
向上します。

3Dモデルから正面、側
面、上下面、等角投影
など、7種類もの複数の
投影図ビューポートを
一度に作成できます。
正投影図法や縮尺も設
定でき、必要な面を一
括でシートレイヤに生
成します。

3Dモデルから任意の断面ラインで断面図(断面ビューポート)
を生成することが可能。クリップキューブの断面からも生成で
きます。バージョン2018では、柱状体やサブディビジョンなど
の汎用3Dモデルを構造体として断面表示できるようになり、
コンクリート製のベランダや梁などを断面図上で構造表現した
り、壁と包絡させて表現できるようになりました。

外壁を採寸機能

室内展開図ビューポート機能

投影図ビューポート機能

断面ビューポート機能

一括で寸法生成を行う採寸機能

3Dモデルから一括生成する室内展開図機能

3Dモデルから一括生成する投影図機能

任意の切断ラインから生成できる断面図機能

UP

UP

汎用3D図形
（柱状体）

構造体
（建築オブジェクト）
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平面図や断面図として作成されたビュー
ポートから詳細図(詳細ビューポート)を
作成することができます。作成された

「詳細ビューポート」は、生成元ビュー
ポートのマーカーとリンクしているため、
図面全体から直接、詳細ビューポートに
移動することが可能です。

「プロジェクト共有」機能によって、LAN内、またはクラウドストレー
ジサービス(Dropbox、OneDrive、Google Drive、box)を経由して
遠隔地と同一図面を同時作図することが可能です。バージョン
2018では、ネットワークプロトコル(SMB、AFP、SMBとAFP)を
管理者が制限できるようになり、図面の変更時のトラブルなどを未
然に抑制できるようになりました。

バージョン2018で、表題欄機能が
刷新されました。図面枠と統合さ
れ、カスタマイズはもちろん、スタ
イルなどの 各 設 定を「 表 題 欄マ
ネージャ」で管理できます。統合さ
れたダイアログでプロジェクト、図
面、版情報などを入力でき、パブ
リッシュ時にも版(日付)情報に基
づいて出力が可能です。

詳細ビューポート機能

プロジェクト共有機能

表題欄マネージャ

ビューポートから作成できる詳細図機能

社内や遠隔地との同時作図を
可能にする共有機能

NEW

UP

各レイヤに分かれた3Dモデルを重ねて表示できる「統
合ビュー」コマンドでは、アクティブなレイヤ以外のモデ
ルを半透明表示できます。さらにデザインシリーズでは、

「平面を回転」機能によって、デザインレイヤ上の平面図
(画面)をマウス操作、または角度指定によって回転させ
ることが可能です。

統合ビュー機能・平面を回転機能

細かなデザインワークを
支援するビュー機能

デザインシリーズでは、建築CAD-Revitのファイル(.rvt または.rfa)取
り込みやBIMフォーマットとして知られるIFCファイルの取り込み/取り
出しが可能です。バージョン2018のRevit取り込みでは、取り込む
ビューの設定やRevitオブジェクトを、どのVectorworksオブジェクト
に変換するかなどを設定して取り込めるようになりました。

Revit取り込み・IFC取り込み/取り出し

幅広い建築系ソフトウエアとの互換

UP

ビューポートデータの可視化機能に
よって、視覚化できなかったデータ
を平面図上で表現できます。例え
ば、スペースを用途別に色分けした
り、建具などをメーカー別で色分け
をするなど。建築計画資料からファ
シリティマネージメントまで、幅広く
活用できます。

データベースと連動した
ビューポート上での
データ可視化

データ可視化機能

版管理も可能な
表題欄機能
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ジオリファレンス機能

ランドスケープエリアツール

ランドスケーププロジェクトをサポートす
るGIS/ジオリファレンス 機 能 を搭 載。
Shapeファイル(Architectでも対 応)や
ECW、JP2などのジオリファレンス対応イ
メージを座標情報データと合わせて取り
込 み、Vectorworks上 に表 現できます。
バージョン2018では、地図座標情報を含
んだGeoTIFFをジオリファレンスに利用で
きるようになりました。

GeoTIFFにも対応したGIS/ジオリファレンス機能

UP

都市計画・ランドスケープデザイン支援機能

LANDSCAPE & URBAN PLANNING

Courtesy of McGregor Coxall

測量データや等高線図形に基づき、航空写真マッピングも可能な地
形モデルを作成できます。地形には、計画地や道路などに合わせた
造成ができ、土木計画用途だけでなく、建築計画などにも活用可能で
す。バージョン2018では、設定ダイアログが一新。2Dと3Dのスタイ
ル設定などがわかりやすくなっただけでなく、TINアルゴリズムも改
良され、より素早く地形モデルが作成できるようになりました。

地形モデルには、「造成図形」ツールを使って造成、計画地形を作成
できます。法面、輪郭、造成面、土留め付き造成面などが設定でき、
さらに現況地形とのボリューム差から切土/盛土の容量を算出するこ
とも可能です。

地形モデル機能

造成ツール
柔軟な表現方法を持つ地形モデル機能

建築予定地や整地を再現する造成機能

UP

広範囲な森林や植栽のエリアを表現することが可能です。ラベル情
報や植栽本数の割り出し基準を設定でき、ランダム配置によって、よ
り自然な表現もできる2D、または3Dの植栽群を配置できます。

森林や植栽表現をエリア指定できるサポート機能
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「舗床」ツールによって、舗
装された地面が作図できま
す。作図と同時にハッチン
グされた2Dの舗床を表現
でき、3D表現を含めること
も可 能 で す。バージョン
2018では、「属性マッピン
グ」ツールを使って舗床の
面や枠パターンを個別に変
更できるようになりました。

舗床ツール

柔軟な表現が可能な、舗装や敷石作成機能

UP

造成図形として地形モデルにも反映される道路を作図することが可能
です。6種類のツールから直線道路のほか、カーブや出口/合流地点、
ラウンドアバウト、Uターンスペースなど複雑な道路を再現できます。道
路に合わせて、直線、または曲線のガードレールを作図できるツールも
搭載されています。

道路ツール・ガードレールツール

さまざまな道路を表現できる道路作成機能

植栽表現に困ることはありません。
四季表現をはじめ、前/上/横のア
ングル、写実的なイメージ、水彩レ
タッチ風、カラー /モノクロなど、あ
らゆる状況表現に対応できる植栽イ
メージや3Dパースでも活躍する添
景データが多数付属しています。

イメージ&添景

四季などの多彩な表現を
加味した植栽ライブラリ

バージョン2018には、ガーデニングや壁面緑化で用いられるツル植物
やツタなど、葉の群集を表現する「群葉」ツールが搭載されました。配
置形状から葉の回転、増加量などが設定でき、生垣からトピアリー、グ
ランドカバーまで再現できます。

群葉ツール

壁面緑化も再現可能な群葉機能

NEW

公園や造園、ランドスケープの計画前には、既存緑地を調査する必
要があります。「既存樹木」ツールを利用すれば、学名や原産、樹
高、耐用年数、重要性などの評価情報を含んだ既存樹木表現が可
能です。バージョン2018では、樹木の座標などを含んだテキスト
ファイルから既存樹木を一括で配置できる機能が追加されました。

多機能な「植栽」ツールによって、計画図面で利用できる2D表現か
ら、プレゼンテーションに活用できる3D表現(添景)を作図できま
す。植物の種類やサイズ、枝張りや配置間隔、コスト情報などを含
めることができ、1本からエリア指定で一括配置も可能です。バー
ジョン2018では、ワークシート集計にも反映できる参考写真/イ
メージ情報を図形注釈(ラベル)に付加できるようになりました。

既存樹木機能

植栽ツール

効率的な現況緑地の視覚化

エクステリアデザインにも利用できる植栽機能

UP

UP

Courtesy of Pacific Coast Land Design,Inc.
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座席セクションレイアウト機能

パーテーションポールツール

吊り元/照明バトン/
各トラス/ホイストツール

イベント計画機能

ステージ&ステージライティング計画支援機能

STAGE LIGHTING & STAGE PLANNING

教室などの整列した座席配列から、コンサート会場などの大規模会場
にも対応できる座席レイアウト機能を搭載しています。バージョン
2018では、配列タイプの追加や複数の椅子を組み合わせて配置でき
るようになりました。番号付けや独立したクラス属性の割り当てなど、
より複雑で多くの情報を持たせた多彩な座席レイアウトが可能です。

「パーテーションポール」ツールでは、ステージとの境界
線や通路誘導、ホテル玄関や宴会場などで利用できる
ポールを再現できます。さまざまな設定によって、高さや
ポール形状から各部のテクスチャまで指定できます。

照明器具などの吊り元には、パイプやラダーの「照明バト
ン」ツールや直線や曲線で作図できる「トラス」ツールが
役立ちます。さらにフックの荷重や電源、配線情報を設
定できる「ホイスト」ツールも搭載しています。バージョン
2018では、「トラス配置」ツールが新搭載され、自動連結
モードやガイド表示によって、よりトラスが作図しやすく
なりました。

ひとつのメニューグループとして集
約されているイベント計画機能を使
用すると、会議室や教室から、コン
サート会場や広大なフェス会場な
どのイベント空間をデザインするこ
とができます。部屋、ステージ、階
段、演台、スクリーン、座席が一連
の作業で作成できます。

ステージ設営などに役立つ機
能が「ポータブルステージ」
ツールをはじめとするステー
ジ計画ツールです。さまざま
な形状のステージが作成で
き、脚や柵(手摺)も細かく設
定できます。バージョン2018
では、スロープの上部と下部
の高さを設定できるようにな
り、高さの違うステージへの
スロープも作成できるように
なりました。

コンサートや大型イベントにも対応する
座席レイアウト機能

仕切りや人の流れの制御にも役立つ、
ポールツール

照明やステージ機器のための
吊り元機能

各種イベントに対応する
イベント空間計画機能

あらゆる形状にも
対応するステージ機能

UP

NEW

イベント計画の主な機能
●2D図形から壁と床を生成できる部屋作成
●2D図形から生成できるステージ作成
●簡単に配置できる階段/演台作成
●宴席/教室/劇場から選択できる座席作成

ステージ&スロープ
作成機能

UP
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器具配置ツール・Lighting Deviceオブジェクト・
フォーカス指定ツール

スピーカー/スピーカアレイツール

寸法テープツール

電源/マルチ/ジャンパー/データ各ケーブルツール

テレビ/ビデオスクリーン/LEDスクリーンツール

照明器具は、付属する豊富なライブラリデータやシンボル図形からでも作成でき、
吊り元オブジェクトに設置できます。実際の器具と同様に光源情報やシャッターを
設定でき、「フォーカス指定」ツールによって、フォーカスポイントを2D、3Dそれぞ
れで適切に表現できます。

EAWやMeyer Sound、Atlas Sound、NEXOなど、豊富なスピー
カーデータが付属。単一での配置に加えて、「スピーカアレイ」ツー
ルを使って天吊り式や床置き設置形式の複合スピーカーも作成で
きます。設置方式には、ヨークやグラウンド-スタック式も設定が可
能、天井埋め込み式のスピーカーも表現できます。

セットの位置関係や照明器具の配置調整のための目安として役立
つ「寸法テープ」ツールが搭載されています。通常の寸法図形とは
異なり、参照図形として任意の距離を測り、一般的な図形と同様に
移動させて、他の場所で参考に利用することが可能です。

電源をはじめ、さまざまなケーブル配置と使用するケーブルタイプや電源
情報を計画するための4種類のケーブルツールが、搭載されています。ス
ポットライトデザイナーが配線計画図面や部品を見積もり、現場に必要な
ケーブルの数と種類を事前に把握できるよう、計画できます。

さまざまな形で映像投影表現を可能にするツールも搭載されています。
「テレビ」や「ビデオスクリーン」、「LEDスクリーン」など。それぞれの機器
のタイプからアスペクト比や投影イメージなどが設定できます。バージョン
2018では、ビデオスクリーン図形に適切なスクリーンのサイズや設置位置
などを示す有効範囲が表示できるようになりました。

豊富な機能を搭載する照明器具機能

自立式からスピーカアレイまで
再現できるステージ音響機器機能

セット設計、照明器具設置など、
さまざまな場面で役立つサポート機能

ケーブルの配置や必要容量、
ネットワークを計画するケーブルシステム

小さい映像から大きい映像まで
表現できる映像投影機器

UP

Lighting Design by Nick Whitehouse : Illuminate Entertainment, Inc, / Photo Courtesy of Ralph Larmann.
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写真と3Dの合成機能（Camera Match） D A L S F

メタリックシェーダ（テクスチャ機能） D A L S F

布シェーダ（テクスチャ機能） D A L S F

パララックスバンプ（テクスチャ機能） D A L S F

シャドウキャッチャー（テクスチャ機能） D A L S F

背景テクスチャ/フィジカルスカイ D A L S F

背景放射光 D A L S F

コースティクスフォトン機能 D A L S F

ソフトシャドウ機能 D A L S F

アンビエントオクルージョン機能 D A L S F

Webビュー（VR）取り出し D A L S

パノラマビュー取り出し D A L S F

ビューポートのデータ可視化機能 D A L S

ビューポートのリアルタイム編集機能 D A L S

表題欄マネージャ D A L S

2D平面の回転機能 D A L S

統合ビュー機能 D A L S F

プロジェクト共有機能 D A L S

DXF/DWG取り込み/取り出し D A L S F

Revitファイル取り込み D A L S

IFC取り込み/取り出し D A L S

イ
ン
ポ
ー
ト

DXF・DWG（R2.5～2018）/DWF（4.2, 5.5, 6.0）/EPSF（v1.6）/イメージファイル（BMP,GIF,JPG,JPEG,JP2,PNG,TIFF,ICO,[Windowsのみ：
WDP,DDS,EMF],[Macのみ：SGI,TGA,EXR,PSD,ICNS,MAC,PCT]）/ワークシート（TXT,CSV,DIF,SLK）/スクリプト（TXT,VSS,VS,PY,PYC,XXT,MPC）/
IGES（IGS,IGES）/OBJ/ACIS（SAT）/STEP（STP,STEP）/STL/Rhino（3DM）/Parasolid（X_Tv9～29）/CINEMA 4Dテクスチャ（R13～19）/HDRI
（HDR,EXR）/Distributionファイル（IES）/MCD（v7～12）/VWX（v2008～2017）

D A L S F

IFC,IFCXML,IFCZIP（2X2,2X3）/Revit2011～2018（RVT,RFA）/PDF（v1.4）/3DS/SketchUp（SKP）/点群（LAZ,LAS,PTS,E57,XYZ） D A L S

Shape（SHP）/座標データ（TXT,CSV） D A L

隣接マトリックス（CSV）/BCF（BCFZIP） D A

ジオリファレンスイメージ（BPW,JGW,PGW,TFW,GFW,WLD,ECW,TIFF（GeoTIFF）） D L

照明器具情報（Lightwright5） D S

エ
ク
ス
ポ
ー
ト

DXF・DWG（R12～2018）/DWF（4.2, 5.5, 6.0）/EPSF（v1.6）/イメージファイル（BMP,GIF,JPG,JPEG,PNG,TIFF,[Windowsのみ：WDP,DDS,EMF],[Macの
み：JP2,TGA,EXR,PSD]）/PDF（v1.7）,PDF A-1b（v1.4）/スクリプト（TXT,PY,VSS,VS）/ワークシート・データベース（TXT,CSV,DIF,SLK）/CINEMA 4D（R18）/
COLLADA（DAE）/FBX/IGES（IGSv5.3）/OBJ/ACIS（SAT）/STEP（STP）/STL/Rhino（3DM）/Parasolid（X_Tv9～29）/Strata Vision/HDRI（HDR）/
パノラマビュー（HTML）/アニメーション（MOV）/VWX（v2013～2017）

D A L S F

IFC,IFCXML,IFCZIP（2X2,2X3,4）/地理空間情報（KML）/DOE-2（INP）/Webビュー（HTML）/3DS/3D-PDF D A L S

ジオリファレンスイメージ（BPW,JGW,PGW,TFW,GFW,WLD）/Shape（SHP） D A L

BCF（BCFZIP） D A

照明器具情報（Lightwright5）/Vision（ESC） D S

ファイル互換一覧

主な機能一覧

GeoTIFF対応のジオリファレンス機能 D L

地形モデル作成機能 D A L

地形モデル上の造成機能 D A L

ランドスケープエリア作成機能 D L

既存樹木機能 D L

群葉の表現機能 D L

道路・ガードレール作成機能 D A L

舗床の作成機能 D L

多機能の植栽ツール機能 D L

植栽イメージ・植栽添景ライブラリ D L

土木造園・都市計画機能 D A L S F

柔軟な座席レイアウト機能 D S

パーテーションポール作成機能 D S

イベント空間計画機能 D S

ステップ/スロープ作成機能 D S

柔軟な吊り元作成機能 D S

トラス/ホイスト作図機能 D S

照明器具データ・配置機能 D S

スピーカー配置機能 D S

電源やケーブルシステムの作図機能 D S

映像投影機器作図機能 D S

ステージ&ライティング計画機能 D A L S F

スペース作成機能（空間定義） D A L S

部材のワークシート集計機能 D A L S

ストーリ[階層]管理機能 D A

構造材作図機能 D A

柱/ピラスター作成機能 D A

壁作図機能 D A L S F

壁スタイル登録（壁の構成要素登録） D A L S

カーテンウォール作成機能 D A L S

スラブ作成機能 D A L S

スラブの排水勾配作成機能 D A L S

屋根作成機能 D A L S F

ドア・窓作成機能 D A L S F

プラグインオブジェクトスタイル機能 D A L S F

外壁一括採寸機能 D A L S

投影図ビューポート機能 D A L S

室内展開図ビューポート機能 D A

断面ビューポート機能 D A L S

クリップキューブ断面図作成機能 D A L S

詳細ビューポート機能 D A L S

建築・内装設計機能 D A L S F

D A L S F

Parasolidモデリングカーネル D A L S F

高速な描画テクノロジー（VGM） D A L S F

CineRenderR18レンダリングエンジン D A L S F

ベーステクノロジー D A L S F

線と面の2D汎用作図機能 D A L S F

図形への透過/影表現 D A L S F

2D/3D対応の文字、寸法作図機能 D A L S F

充実した図形編集機能 D A L S F

スナップルーペ・X線選択モード機能 D A L S F

イメージのトリミング/圧縮機能 D A L S F

データベース/ワークシート機能 D A L S F

シートレイヤ・ビューポート機能 D A L S F

オーガナイザ （図面構造の集中管理） D A L S F

リソースの総合管理（リソースマネージャ） D A L S F

フローティングデータバー D A L S F

ウインドウタブ機能 D A L S F

MacBook Pro Touch Bar対応 D A L S F

2D→3Dへのプッシュ/プルモード D A L S F

ブーリアン演算機能 D A L S F

多彩な3Dモデリング機能 D A L S F

3Dモデル断面表示（クリップキューブ） D A L S F

2D/3D対応の作業平面 D A L S F

クラウド連携・リモート機能 D A L S F

PDF（2D）取り出し D A L S F

PDF（2D）取り込み D A L S

3D-PDF取り出し D A L S

パブリッシュ機能（DXF/DWG/DWF） D A L S F

パブリッシュ機能（PDF/印刷/イメージ） D A L S

3Dレンダリング機能 D A L S F

バックグラウンドレンダリング機能 D A L S F

ビューポートレンダリング機能 D A L S F

2D/3D基本機能 D A L S F
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スタンドアロン版 Designer

通常製品
価格 ¥ 527,000（税別） ¥ 416,000（税別） ¥ 416,000（税別） ¥ 416,000（税別） ¥ 305,000（税別）

型番 124107 124108 124109 124110 124111

モジュール追加
価格 ¥ 222,000（税別） ¥ 111,000（税別） ¥ 111,000（税別） ¥ 111,000（税別）

型番 VRCR23 VRAR23 VRLR23 VRSR23

価格 ¥ 111,000（税別） ¥ 111,000（税別） ¥ 111,000（税別）

型番 ARCR23 LRCR23 SRCR23

Vectorworks 
Service Select
バンドルパッケージ

価格 ¥ 580,000（税別） ¥ 458,000（税別） ¥ 458,000（税別） ¥ 458,000（税別） ¥ 351,000（税別）

型番 C124107 C124108 C124109 C124110 C124111

Vectorworks 
Architect 
乗換キャンペーン

価格 ¥ 395,000（税別）

型番 BC124108

Architect Landmark Spotlight

DesignerD A ArchitectL LandmarkS Spotlight F Fundamentals

Fundamentals

スタンドアロン版

Windows Mac

OS

Windows 10（64bit）
Windows 8/8.1（64bit）
Windows 7 SP 1（64bit）
※32bit OSには対応しておりません。

macOS 10.12（Sierra）
Mac OS X 10.11（El Capitan）
Mac OS X 10.10（Yosemite）

最新のOS対応状況については、webサイト（http://www.aanda.co.jp/Vectorworks/sysreq.html）をご確認ください。

CPU Intel Core i5 （または同等のAMD製CPU）　クロック周波数 2GHz以上

メモリ
推奨8～16GB以上（最小4GB）  大きなファイルや複雑なレンダリングには16～32GBを推奨
※CPU内蔵グラフィックスの場合、VRAMをメインメモリから取得します。VRAMの使用分を考慮してメモリを搭載してください。

画面解像度 推奨1920 x 1080以上 （最小1440 x 900）　※4Kディスプレイ対応 推奨1920 x 1080以上 （最小1440 x 900 ）　※Retinaディスプレイ対応

グラフィックス

•以下の条件を満たすグラフィックスコントローラが必要
　-OpenGL 2.1互換グラフィックスコントローラ　-VRAM（ビデオメモリ）推奨2～4GB（最小1GB）
•グラフィックスボード、または単体グラフィックスを推奨。

•マルチビューのすべてのウインドウを異なる表示設定で使用するには、少なくとも2GBのVRAMを搭載したグラフィックスボードが必要です。
•大きなファイルの場合は3GB以上のVRAMを推奨します。
※CPU内蔵グラフィックスの場合、Iris、Iris Proを推奨。Intel HD Graphicsでは正常に動作しない場合があります。
※詳細は各パソコンメーカー、販売店等へお問い合わせください。　※ドライバは最新にアップデートしてご使用ください。
※NVIDIA NVSシリーズは、動作対象外です。（Windows）

インストール
可能台数

•1ライセンスで1ユーザが使用している2台のパソコンにインストールできます。ただし同時起動はできません。
※起動にはアクティベーションが必要です。詳しい情報は、「アクティベーションについて」http://www.aanda.co.jp/Activation/index.htmlをご確認ください。

その他

•ハードディスク空容量：30GB以上（オプションライブラリ22GBを含む）
•フラッシュストレージ（SSD）にVectorworksをインストールすることで動作速度が向上します。
•インストール、アクティベーションのためのインターネット接続環境（必須）
•PDF閲覧のためのPDF閲覧ソフト　•ヘルプ閲覧のためのブラウザ
※クロスプラットフォームライセンスです。Windows、Macのどちらかでご使用いただけます。　※ご使用にあたり製品のユーザ登録が必須です。

推奨動作環境
お使いのパソコンが以下の条件を満たしているかご確認く
ださい。条件を満たしていない場合、Vectorworks 2018
が正常に起動しない場合があります。Vectorworks 
2018を快適にご使用いただくために条件を満たしたパソコ
ンでご使用になることを強くお薦めいたします。

※より高速なCPUの使用とメモリ追加によってVectorworks製品の操作性が向上します。※Vectorworks製品を導入する前にご使用のパソコン上で正常に動作するか評価版を使用して確認することをお薦めします。
右記のURLから評価版をダウンロードすることができます。http://www.aanda.co.jp/ct/download.html ※最新の情報は、右記のURLでご確認ください。http://www.aanda.co.jp/Vectorworks/sysreq.html
※本製品には、インストールメディアは含まれておりません。別途、「Vectorworks 2018 インストールメディア（USB）」¥3,500（税別） 型番：P23001 が必要です。

※キャンペーン製品：Service Selectのバンドル製品（購入時、専用申込書 兼 契約申込書が必要）／発売期間：2018年12月14日まで

スタンドアロン版

→ DesignerF → DesignerA → DesignerL → DesignerS→ ArchitectF → LandmarkF → SpotlightF
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Vectorworks Site Protection Server（ライセンス管理ソフトウエア）

Windows Mac

OS

Windows 10（32bit/64bit）
Windows 8/8.1（32bit/64bit）
Windows 7（32bit/64bit）
Windows Server 2012 R2（64bit）
Windows Server 2012（64bit）
Windows Server 2008 R2（64bit）
Windows Server 2008（32bit/64bit）

macOS 10.12（Sierra）
Mac OS X 10.11（El Capitan）
Mac OS X 10.10（Yosemite）
Mac OS X 10.9（Mavericks）
Mac OS X 10.8（Mountain Lion）
Mac OS X 10.7.5（Lion）以上
Mac OS X 10.11 Server（El Capitan Server）
Mac OS X 10.10 Server（Yosemite Server）
Mac OS X 10.9 Server（Mavericks Server）
Mac OS X 10.8 Server（Mountain Lion Server）
Mac OS X 10.7 Server（Lion Server）

最新のOS対応状況については、webサイト（http://www.aanda.co.jp/Vectorworks/sysreq.html）をご確認ください。

CPU Intel Core 2 Duo以上

メモリ 256ＭＢ以上

その他

•ハードディスク空容量：40MB以上
•100Mbps以上の速度のネットワーク回線
•TCP/IPプロトコル（必須）
•サーバ /クライアント型のネットワーク環境、またはそれに準じた
  ネットワークが整備された環境
•サーバ専用パソコンが必要
•CDまたはDVDドライブ（必須）
•ドングル用USBポート（必須）

•サーバアプリケーション管理のためのブラウザ（必須）
•対応クライアントアプリケーション
　-Vectorworks 2018 ネットワーク版
　-Vectorworks 2015～ 2017 サイトプロテクションネットワーク版
　-Vectorworks 2014 ネットワーク版 シリーズG
※サーバ管理画面は英語表記になります。
※サーバとクライアントは同一ネットワーク上で使用してください。

「Vectorworks 2018ネットワーク版」は、サーバ／クライアント形式でライセンスを
管理し、クライアントにインストールされたVectorworks 2018を利用するネットワー
ク製品です。
サーバ側で、同時に使用できるクライアントライセンス数を管理します。このため、必
要な時だけ、サーバからライセンスを取得してVectorworks 2018を起動することが
できます。さらに、「ライセンス持ち出し」機能によって「最長30日間のネットワーク外
への持ち出し利用」が可能。外出 /出張時や現場事務所などでもVectorworks 
2018を使用できます。

推奨動作環境

● 主な特長
特長 1 同時稼動台数のみで済むライセンス購入数、かつ安価な導入価格

特長 3 Webブラウザを利用した細かなサーバ管理  ※画面は英語表記となります。

特長 2 同一ネットワーク内から持ち出しての利用が可能（最長30日間）

特長 4 デバッグ/レポートログ出力によるライセンス利用状況の分析の実現

Vectorworks 2018クライアント

動作環境 Vectorworks 2018スタンドアロン版の動作環境に準じます。

スタンドアロン版との差異 アクティベーションは行いません。

お使いのパソコンが以下の条件を満たしているかご確認ください。条件を満たしていない場合、Vectorworks 2018が正常に起動しない場合があり
ます。Vectorworks 2018を快適にご使用いただくために条件を満たしたパソコンでご使用になることを強くお薦めします。

•より高速なCPUの使用とメモリ追加によってVectorworks 2018の操作性が向上します。
•Vectorworks 2018を導入する前にご使用のパソコン上で正常に動作するか評価版を使用し
て確認することをお薦めします。以下のサイトから評価版をダウンロードすることができます。
http://www.aanda.co.jp/ct/download.html
•最新の情報は、以下のwebサイトでご確認ください。
  http://www.aanda.co.jp/Vectorworks/sysreq.html
•本製品には、インストールメディアは含まれておりません。別途、「Vectorworks 2018 インス
トールメディア（USB）」¥3,500（税別） 型番：P23001 が必要です。

(ライセンス管理ソフトウエアの特長 )
・ 特定の個人分のライセンス確保を事前に行うリザーブ機能
・ 特定の個人の接続を強制切断できるリムーブ機能
・ 個人ごとに事前予約できるモジュール別使用許可設定
・ グループごとに事前予約できるモジュール別使用許可設定
・「ライセンス持ち出し」可能なライセンス数を管理
・ 製品ごとの「ライセンス持ち出し」可否を管理

ネットワーク版
Fundamentals ネットワーク版（合計数量は、購入時の合計ライセンス数） ネットワーク版モジュール

単価 型番 単価 型番

基本パッケージ（2ライセンス同梱） ¥610,000（税別） N230000 追加ライセンス（合計31-40） ¥202,000（税別） N230005

追加ライセンス（合計1-4） ¥305,000（税別） N230001 追加ライセンス（合計41-50） ¥187,000（税別） N230006

追加ライセンス（合計5-10） ¥275,000（税別） N230002 追加ライセンス（合計51-200） ¥181,000（税別） N230007

追加ライセンス（合計11-20） ¥238,000（税別） N230003 追加ライセンス（合計201以上） ¥176,000（税別） N230008

追加ライセンス（合計21-30） ¥216,000（税別） N230004

単価 型番

Designer モジュール ¥222,000（税別） N230009

Architect モジュール ¥111,000（税別） N230010

Landmark モジュール ¥111,000（税別） N230011

Spotlight モジュール ¥111,000（税別） N230012

ネットワーク版

追加ライセンス単価の
計算方法：

初回購入：基本パッケージ（2ライセンス同梱）を含んだ合計ライセンス数の型番/単価が適用となります。
追加購入：同バージョン内での追加購入後の合計ライセンス数の型番/単価が適用となります。
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Vectorworks Service Selectは、デザイナーのみなさまにVectorworksソフトウエアをより快適に活用いただくための、年間契約型のサービスです。ご契約期間中、
専用ポータルサイトでの情報配信や専用追加ライブラリデータの提供、最新バージョンの無償提供、専用電話回線やインターネットLiveサポートを含むテクニカルサポート、
スキルアップのためのトレーニング、クラウドサービスなどのさまざまなサービスを提供します。

Vectorworksプラグインソフトウエアは、Vectorworks 2018上で稼働し、建築設計や各種シミュレーションをサポートします。

プラグインソフトウエア

ご利用ユーザのための年間契約型保守サービス

ADS-BT for Vectorworks
「ADS-BT for Vectorworks」は、Vectorworks上で建築設計における斜線
制限と逆日影計算・等時間日影計算・天空率計算などの高さ制限解析をサポー
トするVectorworksプラグインです。（開発：生活産業研究所株式会社）

スタンドアロン版 /ネットワーク版  ¥150,000（税別）

ThermoRender 5 Pro
「ThermoRender」は、屋外熱環境と屋内熱負荷計算を併せ持った、戸建て
住宅から街区規模までシミュレーションを行えるVectorworksをプラットフォーム
とする屋内外統合熱環境シミュレーションツールです。

スタンドアロン版  ¥750,000（税別）

SimTread
「SimTread」は、これまで困難だった"人の流れ"や"群集の波"を、Vectorworks
上で簡単に視覚化するVectorworksプラグインです。建築物や大型イベント等にお
ける誘導計画や船舶、旅客機などの避難シミュレーションを可能にします。

1年稼働ライセンス版   ¥165,000（税別）

JWコンバータ
「JWコンバータ」は、Vectorworksにインストールすることで、建築設計における
JW_CADとのデータ互換（JWC/JWW形式の入出力が可能）機能を追加する
Vectorworksプラグインです。（A&Aストアオンライン-ダウンロード販売のみ）

 ¥3,000（税別）

ご契約期間中、契約者専用機能を含んだVectorworks Cloud Services（以下、Cloud Services）をはじめ、
Vectorworks 2018契約製品から直接、各種サービスを利用できます。主な提供サービスは以下の通りです。

Vectorworks Cloud Services
　・20GBのクラウドストレージ容量（非契約者は2GB）
　・シートレイヤ3Dビューポートのクラウドレンダリング
　・シートレイヤのクラウドPDF生成 & PDF用フォントのアップロード

Vectorworks 2018 契約製品
　・「リソースマネージャ」でのサブスクリプションライブラリ利用
　・「パブリッシュ」からCloud Servicesへの出力
　・「パノラマ取り出し」のCloud Servicesレンダリング

クラウド連携 クラウドサービス連携で、Vectorworks 2018をさらに拡張

Vectorworksソフトウエアの最新アップデータを提供します。新
バージョンがリリースされると、提供開始のご案内と共に、専用ポー
タルサイトからインストールプログラムとライセンス番号をダウンロー
ド入手でき、すぐに最新の機能を利用できます。
※提供開始時期は、製品の発売開始以降となる場合があります。
※契約満了時に更新を行わなかった場合、プログラム提供は停止します。

最新バージョン 常に最新のバージョンを提供

契約者専用サイト（Service Selectポータル）ではさまざまな情
報を提供します。自己学習のための新機能紹介やテクニックビデ
オは、視聴だけでなく、関連する演習データやテキストも入手でき
ます。最新バージョンのインストールプログラムやVectorworks
ビューア、契約者専用の追加ライブラリデータ（サブスクリプション
ライブラリ）も入手可能です。

専用ポータル 豊富な情報を限定提供

一般サポート（登録から30日間）とは異なる契約者向けサポートを
提供します。契約者専用電話番号での受付時間は、一般サポー
トより1時間半長い9:30から17:00まで。繋がりやすい電話サ
ポートに加え、インターネット経由でお客様のPC画面を見ながら
サポートする「インターネットLiveサポート」も提供します。

技術サポート 長時間電話受付 & Liveサポート

お得なトレーニングを提供します。A&A本社セミナールームで開
催する「リアル定例セミナー」をはじめ、全国どこからでも参加可
能な「Webセミナー」、お客様専用にカリキュラムを作成して開催
するオーダーメイドの「カスタマイズセミナー」。いずれも特別価格
で提供します。

トレーニング お得なリアル & Webセミナー

※契約料金をはじめ、詳しい情報はホームページ（http://www.aanda.co.jp/VSS/）をご覧ください。

※各製品の詳しい情報はホームページ(http://www.aanda.co.jp/ct/products.html)をご覧ください。
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Vectorworks、RenderworksとMiniCADはVectorworks,Inc.の登録商標、Braceworks、SmartCursor、VectorScriptはVectorworks,Inc.の商標です。その他すべての権利はVectorworks,Inc.が保有しています。Microsoft、およびWindows
は米国ならびに他の国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。Macintosh、およびMacはApple,Inc.の商標です。Adobe、Adobe PDF、Acrobat、Adobe PDFロゴ、DistillerおよびReaderは、Adobe Systems Incorporatedの米国、
およびその他の国における登録商標または商標です。Google、およびGoogle EarthはGoogle Inc.の登録商標、または商標です。Revitは米国およびその他の国々における、Autodesk, Inc.,その子会社、関連会社の登録商標または商標です。
ParasolidはSiemens PLM Software Inc.の登録商標です。Cinema 4DはMAXON Computer GmbH, MAXON Computer Inc.およびMAXON Computer Ltd.の登録商標です。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。その他記載され
ている会社名、および商品名などは該当する各社の商標または登録商標です。カタログ上で使用しているイメージはVectorworks Designerを使用し、一部、画像処理を行っているものが含まれています。製品の仕様は予告なく変更することがあります。

Copyright A&A Co., Ltd. and its licensors. All rights reserved. Printed in Japan. 171209 IMP.

エーアンドエー株式会社
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-3-15
http://www.aanda.co.jp

製品に関するお問い合わせ
エーアンドエー営業部 market@aanda.co.jp
(tel.03-3518-0131)土、日、祝日を除く

A&Aストア・オンライン
https://store.aanda.co.jp

お買い求めは




